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【目 的】インプラン ト上部構造の良好な適合 を

得 るため,印 象採得において,印 象用コーピング

を連結 し高硬度の印象材 を用いることが推奨 され

てきた。一方近年,印 象用 コーピング問を連結 し

なくとも同等の適合精度が得 られるとの報告がな

された。本研究では,印 象用コーピングを連結 し

ない条件下で,印 象材の硬度が作業用模型におけ

るアバ ッ トメン トレプリカ(以 下 レプ リカ)の 変

位に及ぼす影響 を検討 した。

【材料 と方法】 ステ ンレス製金 型の 中央 部 に

10.0mmの 間隔で レプリカを垂直に2本 植立 し,

それぞれの外側12.0mmの 位置 にステンレスにて

製作 した基準レプ リカを植立 し,基 準模型 とした。

S1,S2に 締結 した印象用 コーピングには,連 結

されていないブロック状のパ ターンレジンを付与

した。またR1,R2に 連結 した基準レプリカ用コー

ピングは,ス テンレス製 トレー連結部にネジ固定

した。これ らをパラフィンワックス1枚 で リリー

フ し,ト レー外枠に常温重合 レジンを圧入 して

オープン トレーを作製 した。印象採得には,低 硬

度 もしくは高硬度の付加型シリコーンゴム印象材

を用いた。個人 トレーを金型に適合 させた後に ト

レー連結部 と個人 トレーをネジで連結 し,硬 化後

に基準模型から撤去 した。 レプリカと基準 レプリ

カを連結 し,超 硬質石膏を注入して作業用模型を

製作 した。試料数は,高 硬度印象材,低 硬度印象

材それぞれ5個 とした。測定には三次元座標測定

器 を用い,R1とR2か ら基準平面と座標軸 を設定

した。原点か らS1,S2の 位置 を計測 し,R1,R2

に対す るS1,S2の 三次元的変位量 を算 出 した。

また基準模型に対す るS1,S2の 相対的位置の変

位量を算出した。

【結 果】R1,R2に 対す るS1,S2の 三次元 的

変位量は,高 硬度印象材では39.6±7.7μm,低 硬

度 印象材で は45.3±21.4μmで あった。S1,S2

の相対的変位量 は,高 硬度印象材では33.2±13.9

μm,低 硬度印象材 では36.2±10.3μmで あ り,

いずれも印象材間の有意差はなかった。

【結 論】 本研究の条件では,印 象用 コーピン

グを連結 しない条件下で印象材の硬度の違いによ

るレプリカの変位量に有意な差はなく,イ ンプラ

ン ト上部構造の精密印象 に低硬度の付加型 シリ

コーンゴム印象材を使用できる可能性が示唆 され

た。
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